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きっかけ

修繕費300万円の有効活用

修繕費が必要になった場合の受け身の活用ではなく、

プラスになり、みんなが喜ぶ自治会館にすべく活用したい！

なぜ、太陽光パネル？

・資産運用

－売電収入で修繕費を積み立てることができる

・市民皆の為になる

－災害時の緊急電源になる



住民の反応

「修繕費がなかったら災害
があったときに心配」

「古くなってきたのでこれか
らこそ修繕費が必要では？」

「屋根の耐久性が心配」「建物の耐震性が心配」

「自治会が売電で利益を出すのは如何なものか」



対策

臨時総会を３回実施

住民の懸念点ひとつひとつに対して、丁寧に説明

-収支シミュレーション資料等も用意

-太陽光を自宅に導入した方による説明も実施

実際の説明資料（抜粋）



結果

賛成１０８名 反対３７名 （一任１３２名）

賛成が2/3を超え無事可決

設置枚数 ６２枚（想定年間発電量 14,196Kwh/年）

※設置にあたっては市の補助金も活用



効果

シュミレーションでは、

１０年目に初期投資額を回収予定

本年度（７年目）には初期投資額回収を達成！


